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This study is a follow-up report of a study by Osedo et al. (2018), wherein a video 
test in which pupils “think and judge” based on the knowledge gained in physical 
education classes was developed. In this study, we developed a new video test that 
simultaneously reproduces video images with two technical differences on a 
four-split screen. We then administered a survey to third grade students to examine 
whether there were any differences in their viewpoints when observing the video. 
The results from an analysis of the data suggest that if a teacher wants his or her 
students to “think and judge” based on the observation of physical exercise from 
several viewpoints, a four-split screen video acts as a teaching material that requires 
more comprehensive “thinking and judging” as compared to Osedo et al.’s (2018) test. 
However, because of the increase in the number of video images, students may have 
developed dispersed observation viewpoints; therefore, a further examination of 
developmentally appropriate utilization methods is necessary. 
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本研究は，2017 年 10～11 月に，H 県 F 小学校
の 3 年 2 クラス(男子 32 人，女子 31 人，計 63 人)
に実施された，同一の教師が同一の計画で指導し
た授業を調査対象とした。指導を担当したのは，
教職歴 8 年目の体育専科の男性教師であった。 
調査にあたっては，事前に F 小学校長および該










7 時間の指導計画（表 1）に基づいて実施された。 














室に分かれ，それぞれ 2 画面動画と，4 画面動画
を用いた動画テストを実施した。 
児童に配付した学習カードには，それぞれのグ





















行った。その後，指導者には 2 画面動画と 4 画面
動画の動画教材の観察によって，指導したことが
適切に反映された動作をしている映像を限定した。 















4.1 4 画面動画の作成 
 児童に観察させる動画教材は，大後戸ら（2018）
によって開発された 2 画面動画に加え，新たに 4
画面動画を作成した。 
 
図 1 2 画面動画テスト（実際は動画） 
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図 1 の最上段の 2 つの映像は，左側が回転を始
めるまでは視線を前にした映像で，右側が最初か
ら視線を下にしている映像である。また，上から
2 段目の 2 つの映像は，左側が膝を伸ばして回っ
ている映像であり，右側が膝を曲げて回っている
映像となっている。これら選別した 2 つの動画サ






4 画面動画は，表 2 のような画面構成になるよう
に 4 つのサンプル動画を選別した。 
 





































図 2 観点 1 の違い 
 
 
図 3 観点 2 の違い 
 
4.2. 児童の回答分析 
 4.2.1 指導者が授業で教えた技術ポイント 

















3 順次接触 「後の後ろから着ける。」 
「頭の後ろ・首・背中。」 
「体を丸める。」 
4 やさしい着地 「着地はフワッと。」 
5 腰の引き上げ 「お尻を高く」 
6 リズム 「トントントーン。」 
7 スピード 「ゆっくり回る。」 
8 脚部操作 「脚を曲げる。」 
「膝を曲げる。」 










































 表 4 は，2 画面動画グループにおける問①の回
答結果である。正答の「右」と回答した児童数は
31 人中 27 人で，正答率は，87.1％であった。こ
れは，大後戸ら（2018）の正答率 83.3％とほぼ同
じ結果となった。 
また，表 5 は，4 画面動画グループにおける問
①の回答結果である。 
表 4 2 画面動画グループの問①の回答結果 





















観点 1，観点 2 ともに正答の「エ」と回答した
児童数は，32 人中 20 人で，正答率は 62.5％であ
った。また，観点別にみると，観点 1 については
正答の「ウ」もしくは「エ」と回答した児童数は，
32 人中 26 人で正答率は 81.3％，観点 2 について
は正答の「イ」もしくは「エ」と回答した児童数
は，32 人中 26 人で正答率は 81.3％であった。観




















グループで 73 個，一人あたり 2.4 個，4 画面動画
グループで 80 個，一人あたり 2.5 個であった。
それらの記述のうち，観点 1 及び観点 2 に関する
記述の有無について，その内訳を 2 つのグループ
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観点 1，観点 2 ともに正答の「エ」と回答した
児童数は，32 人中 20 人で，正答率は 62.5％であ
った。また，観点別にみると，観点 1 については
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グループで 73 個，一人あたり 2.4 個，4 画面動画
グループで 80 個，一人あたり 2.5 個であった。
それらの記述のうち，観点 1 及び観点 2 に関する
記述の有無について，その内訳を 2 つのグループ
別に示したのが表 6 である。 
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表 6 問②で記述された観点の内訳 
※ （  ）内は％ 
 
観点 1 と観点 2 の両方の観点について記述して
いた児童数は，2 画面動画グループで 11 人，4 画
面動画グループで 10 人であった。また，観点 1
と観点 2 の両方の観点について記述していなかっ
た児童数は，2 画面動画グループで 1 人，4 画面
動画グループでは 6 人であった。 
記述された観点の内訳をみると，本研究で焦点
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